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界」を生きる上での価値規準］
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表3 f我々の世界」「我の世界jでの2タイプの自己統制に関わる価値規準の例

八

現

実

適

応

的

＞

●礼儀作法

●思いやりと奉仕

●公正と公平

●感謝と報恩

●社会的役割の自覚と誠実な遂行

●身を慎む（節度・節制）

内的なけじめの感覚を持つ

暴飲暴食をしない etc

●自分自身に対して誠実（真・善の尊重）

●自分の実感・納得•本音の尊重

●自立と自律

生活原理としての自己責任

八

値

価

志

向

的

＞

●家族親族への義理

●友人知人への義理

●自己の使命の自覚と真摯な取組み

●無条件の愛

敵をも愛せ！

●生命の尊重

全ての生命的存在の尊喧と愛和

●美の尊重・追求 • 
感動する美術・音楽・文学等に親しむ

●聖の尊重・追求

畏敬の場・対象等を大切にし求める

「我の世界」を生きていく上での価値規準が，現

行の道徳教育においては，少なくとも表面的には，

うまくバランスをとった形で考えられている，と

言っていいであろうも

【現実適応的か価値志向的かの別と「我々の世

界」「我の世界」を生きることと］

ここで問題となるのは，先に挙げた 2つのタイ

プの自己統制との関わりにおいて， f我々の世界」

を生きる上での価値規準と「我の世界」を生きる

上での価値規準とを，どのように考えたらいい

のか，ということであなこの問題については，

例えば表3に例示するような形で遣徳的な価値規

準の主要なものを考えてみることができるので

はないだろうか。

このように見てみると，現在の学習指導要額での

道想的価値については，現実適応的な面が強く，

価値志向的な面については必ずしも十分と言え

ないのではないか，という思いを持たざるを得な

い。教育の最終目標とされている「人格の完成J

を，現代社会の状況の中でどのように考えるべき

か， もう一段の見虹しが必要ではないだろうか。
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